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立場の違い を超えて協働するこ との 意義と課題

〜子育て フ ェ ス タ in あい ちの取り組みを通 して （2）〜

　　　　　　　　　　 坂　 鏡子

　　　　　　　　（知多市児童セ ン タ
ー）

は じめに

　「子育て フ ェ ス タ」は 、
ボ ラン テ ィア 活動団体、NP

O 関係と行政関係な ど 31 団体が参加 し、展示および

分科会 （10 分科会〉を実施 した。

　当日、参力睹 に、感想 ・意見につ い て ア ン ケートを

実施した。また、分科会の 担当実行委員は実施後に、

企画趣旨、実践報告者 の報告内容、参力睹 間の 討議内

容、担当者 の感想の 4項 目にっ い て 記載 した「報告集 」

を作成 した。

　それらの 内容 より、  それぞれの 立場 （市民
・
行政）

にお ける現状、  さまざまな立場で 協働するこ との 意

義（3）効果的な協働関係を作るための 工 夫に つ い て の

内容を抜粋 ・整理 し、協働する こ との 意義と課題につ

い て 考察を加 えた。

1．それぞれ の 立場における現状

く行政関係者〉

  子育て支援事業や活動に対す る取 り組みの 必 要性

や実施意欲に温度差 が感じられる。

  行政機関や部署間で、情報の 共有化がなく、それぞ

れ が単独 で事業を実施 して い るこ とが多い。

  関係機関間の 「連絡会」は 開催されて い る が、それぞ

れの 活動報告に終止 して しまうこ とが多い
。

（4）ボ ラン テ ィ アや、NPQ 、子育てサークル など市民

活動 の 情報が得られにくい 。

2 ．協働する こ との 意義につ い て

（1）さまざまな子育て 支援の 取 り組みが 幅広 くわ か るe

＊保健 ・医療 ・保育 ・労働 な ど、行 政の 支援。

＊サ
ー

クル 関連や、ボラン テ ィ ア
・NPO 等。

＊それぞれ の市町村 にお ける取 り組み の特徴

  ばらばら （単体）で はなく、協力して大きな力にな

っ て い け る。

＊各団体と行政機関との 幅広い 情報交換とな る。

＊バンル ット
・
展示など、それぞれ の 特色がで る工 夫、

＊は じめて きた人に も分か りやすい 職

＊手作りの 良さ ・温か さ。

（3）さま ざまな立場の 人 の 実践や考え方を 知 る機会と

なる。

＊保育士 、保健師 、 民生委員、社協、相談員、ボ ラン

テ ィア、NPO など、さまざまな立揚の 人達の 取り組

み や考え方に つ い て、幅広 く意見 交換がで きた。

＊立場は違っ ても、 多くの人が同じように悩みながら

も
一

生懸命に 取り組ん でい る こ とが分か っ た。

（4）参考に なっ た内容を生か し、自分の 活動を活性化さ

せ る。

＊他職種、他市町村 の 取 り組み の 良さを生か した い。

＊資料などを参考に して、現場で よく話し合 い たい 。

〈 市民活動関係者〉

（1）ス タ ッ フの 人数、活 動場所 の 確保、財政基盤の 弱さ

などがあ り、事業と しての 採算性や継続性に多くの 課

題がある。

  母親たちの主体的な活動を育てて い くこ とや、活動

に広が りをもたせ て い くこ と等、具体的な方法がわか

らない。

（3）子育てサークル を作 りたい が、その た め に ど うした

らよい か等の 具体的な情報撕尋られない
。

  回覧坂 ・市報などは、マ ン シ ョ ン 等に は まわ らず 、

必要な人に情報が届かない 現状がある。

（5）援助者として、自分自身 の考え方の 幅が広がる。

＊子 育て ニ
ーズ を知ろうとす る感性を磨きたい。

＊幅広い 見方や考え方を実際に見て、刺激になっ た。

＊ 中・高校生 を対象に した支援の 大切さを学んだ，

＊具体的な実践の 話が聞けて、何か 自分で出きそうな

こ とから始めたい と前向きになっ た。

（6）取 り組みの 広が り と継続へ の 期待がもて る。

＊毎年、定期的な闘崔の 必要性を感 じる。

＊今後は 自分もス タッ フ として 参加 し たい 。

＊企業にも参加してもらいたい。

＊ もっ と幅広の 参加 の 呼びかけを し発展に期待。
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3．効果的な協働関係を作るた めの 工夫

（1）地域に どんな子育て ニ
ーズがあるか を把握し、子育

て 当事者の 立場に立っ た支援を考える。

＊子育ての 当事者 （マ タニ ティ も含む）同士 が仲間と

出会い
、 共感 し合える場の 確保、自分自身をゆっ く り

振 り返 る時間の 保障、先輩マ マ か らの サ ポートの 機会

の創設 、

＊母親に喜び と自信を持た せ るよ うな支援、父親の 育

児参加の 啓蒙。

＊ 中高生頃 の 子 ども達が 日常的に乳幼児 と触 れ合え る

環境づ く り等、親 にな る前の か らの 支援。

＊ 自分の 気持ちを安心 して語れ る場（電話相談も含む）

の 保障

＊ 育児 と仕事が両立で きる ように、既存 の 制度の 有効

活 用、多様化 した形 態の サ ポート 〔母親の 心理 負担状

況 に も対応 で きるよ うに〉の 拡大

＊ 育児不安を軽減 し、危機的な状況 に陥るの を予防 し

て い く地域ネ ッ トワークの 取 り組み 強化

  子育て 当事者 ・市民活動 ・
行政担当者な どが集ま

る 「よりオープ ン な連絡会」を開催 し、情報交換を積み

重ね る。

＊行政機関の 集まりに市民が入 っ て い くとよい。

＊地域の 中で の 横の つ なが りが大切、地道な取 り組み

を通 した確認をして い くこ とで、お 互い が分か り合え

る 。

＊ それぞれ の活動内容 （場所 ・方法 ・プ ロ グ ラム 等）、

継続 して 行 く上 で の 工 夫や課題、活動意義を確認 し あ

う。 幅広い 情報を得る こ とで、支援内容が深め られ る．

（3）情報を交換し協力する中で、市民と行政の すみわ

け （役割分担） を確認 し合 う。

＊ 地域に存在する問題 を共有し、解決に 向け てそれ ぞ

れの もっ 力を合わせ る ．

＊市民の 主体的な活動を育てて い くた めの 方策につ い

て考える。

＊地域に あ る社会資源、整備 され てい る制度が有効活

用 で きる よ うに す る。

＊行政サービス で不足 した点を、市民活動がカバ ーす

る体制をつ くる。

＊
一

つ ひ とつ 具体的な確認 して、お互い の すみわけを

整 理 して 行 く必 要が あ る。

  役割を分担して、地域の 中で 自立 して い くプ ロ セ ス

を支える。
＊ 幅広い 情報を もっ て い な い と個々 の ニ

ーズに 即 した

支援が で きない。

＊個々 の ケー
ス につ い ての 援助方針の 確認や、それぞ

れ の 役割を確認 して、子 どもの 命を守る援助を行 うb

＊専門職に よる個別の 援助か ら、地域の 仲間の 中へ 参

加 して い けるよ うにと、自立 へ の プ ロ セ ス に添っ て援

助が移行 して い く。

（5）さまざま な情報が集 まり、流れて 行 くような 「結節

点」をつ くっ て い く。
＊ 子育て サークル の 情報が分か るとよい。

＊ 孤立 した母親達をつ なげる メ ン タル な情報．

＊有料か無料か、広 告の 取扱い、掲載した情報の 責任

の 所在など、市民と行政の 連携に むけて、整理すべ き

こ とは たくさん ある。

（6）市民活動 と行政をつ なぐパ イプ 役の 必要陸

＊行政と市民 活動の パ イ プ役は誰が 担うの か 。 民生児

童委員、社会福祉協議会の役割の 明確f匕
＊個々 の ケ

ー
ス をマ ネジメ ン トしてい くキ

ーパーソン

に つ い て 確認 し合 っ て 行く必 要が ある。

お わ りに

　当フ ェ ス タに参加した各機関・市民団体の 現場では、

ne［L・に子育て支援 の 取り組みが模索され てい る実態が

共有で きた。 また、そ れぞれが単体で 対応す るこ との

限界性を感じて お り、ネッ トワ
ーク を構築するこ との

必 要性が、どの 分科会で も論 じられた。

　市民活動、行政機関間に お い て 、情報が途切れが ち

に なっ て い る現状の中で、それ ぞれ の 立場の違い を超

えて協働する こ とに よ り、地域に存在する多様な ニ ー

ズを的確に知るこ とになる。その ために必要な支援の

方向性や課 題 につ い て も共有す る こ とが で き る。

　また、お 互 い の もっ 情報の 共 有化を通 して、一一人ひ

とりが考え方の 視野を広げ、各々 の 支援内容が よ り充

実 したもの に なっ て い く。

　こ うしたそれぞれの もつ 力を持ち寄るこ との 積み重

ね に よ り、支援を必 要 と して い る人 に、必 要な支援が

届 け られ る、重層的 ・有機 的に 機能する ネ ッ トワ
ーク

が育 っ て い くで あろう。

　今回の 取 り組みは、その 第
一

歩として の 大きな意味

をもつ もの で あっ た。

　今後もさらに幅広 い 立場の 参加 を促 し、取 り組み を

継続して いくこ とに よ り、今回得られた協働関係を築

く手が か りにっ い て、多角的 ・多面的に 見つ め直 し、
一

つ ずつ 確認しあい 、よ り具俸性の あるもの として 共

有 して い くこ とが課題 となる。
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